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●ちびっこ角力
Ⅵ‾〔ト二一い

●空手教室

●草木染め教室

。吸越如忘鮒触志最云

●茶道教主

御髪短慧＿

今日の主な内容
三二一一二‾仙‘‘■二二才

この春から戸籍の証明書が新しく別ます2～3P

第23回野胃総官まつりスナップ4～5P

トピックス　　　　　　6～7P

モ中世＿、、皿＿＿　＿．．＿．＿，

ヽ＿．
●琴教主

●障害者体験教室

●手鈷最上　　　　　　－＿．＿＿

「親子で楽しい一日を」　一嘉手納小学校一

去る、10月20日の日曜日、憂手納小学校で児童のお父さんやお母さんも参加しての

第2回「日曜学校」が実施されました。
この「日曜学校」は、「開かれた特色ある学校づくり」を目指して、お父さん、お母

さんや、地域の人材活用をすることで学校と地域が連携して子とも達への教育を充実さ
せようと開かれたものです。
この日、幼稚孤児を含めた838人の子ども達が、地域の指導者のもと、お茶教室など

30の教室に分かれ、興味のあることや好きなものをお父さんやお母さんと一緒に学び、

有意義でさわやかな秋の一日を過ごしました。



■義の暮｝義が嚢わり義雷
○　証明書の発行が早くなります！
戸籍の届出の内容をコンピューター処理することで、証明書の発行までの時間が短縮されます。

○　証明書の名称が変わります
「戸籍謄本」は「全部事項証明書」、

「戸籍抄本」は「個人事項証明書」に変わります。

○　証明書の用紙が変わります
用紙のサイズは、すべてA4サイズになり、偽造防止の特殊な用紙に変わります。

○　電子公印を使用します
今までの戸籍は、朱色で証明印を押していましたが、これからは住民票等のような電子公印（黒い色

の印）に変わります。

○　氏名の文字が変わります
今まで、戸籍に記載されていた氏名の文字は、漢和辞典などにない文字も使用されていました。

このような文字は、コンピューター化により、漢和辞典などにある正字、俗字に直して記録されます。

該当する人には、文書でお知らせしますので、ご理解をお願いします。

お問合せ先：嘉手納町役場　電話956－1111

（2の1）l全部事項証明 �� 

本　　籍 �沖縄県中頭耶嘉手納町字嘉手納588番地 

氏　　名 �鹿手納　林太郎 

戸籍事項 　戸籍編製 �【編製日】平成2年8月8日 �（2の1）l全部事項証明 

戸籍記載されている者 �【名】林太郎 �続柄】長男 出生日】平成レ1年。月10日 

【出生年月日】昭和43年8月8日【配偶者区分】夫 �　　J 出生地】沖縄県沖縄市 
【父】嘉手納太郎 �属出口】平成ト1年2月19日 
【母】番手納洋子 【続柄】長男 �届出人】父 

以下余白 
身分事項 出生 婚姻 �【出生日】昭和43年8月8日 【出生地】沖縄県中頭郡嘉手納町 【届出日】昭和43年8H15日 【届出人】父 【婚姻日】平成2年8月8日 【配偶者氏名】松田志捷 【従前戸籍】沖縄県中頭郡嘉手納町字嘉手納588番地嘉手納太郎 

戸籍に記載されている者 �【名】志穂 【生年月日】昭和45年2円8日【配偶者区分】妻 【父】松田一侃 【母】松田利夫子 【続柄】長女 

身分事項 出生 婚姻 �【出生日】昭和45年2月8日 【出生地】沖縄県中頭郡北谷町 【届出日】昭和45年2月14日 【届出人】母 【婚姻日】平成2年8月8日 【配偶者氏名】嘉手納林太郎 【従前rl籍】沖縄県中頭耶北谷町字砂辺118番地松田一抹 

戸籍に記載されている者 �【名】宇宙 
発行番・；川nnlnn　　　　　　　　　　　　　　　以下一事項 

【生年月日】平成14年4月10日 �これは、戸籍に記載されている事項の全部を証明した占面で 
【父】痛手納林太郎 【母】嘉手納志捷 �ある憮昌3品紺長宮城篤実国 

発行番号000100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以下事項 

広報かでな　H14・11・11書



この事から
戸籍の謹明書が新しくなります

町では平成15年2月10日から、戸籍事務をコンピュータ

ー化するための事務処理を現在行っています。

なお戸籍のコンピューター化は、本籍地が嘉手納町の方

だけが対象となります。住所が嘉手納町でも本籍地が嘉手

納町以外にある方は対象になりません。

現在（コンピューター化前）

l 1 l r L � �l � �平 成 拾 四 年 弐 月 給 U 沖 縄 少．さ 沖 縄 市 で 出 生 同 月 拾 九 日 父 届 出 入 籍 � � � � � �百 十 八 番 地 松 Ⅲ 壁 上1 得 々、 b 入 籍 �平 成 弐 牢 八 月 八 日 嘉 手 納 林 太 郎 と 婚 姻 届 出 沖 縄 県 聖 頭 郡 北 谷 町 字 砂 辺 �籍 �昭 和 四 拾 五 年 弐 月 八 日 沖 縄 県 中 頭 郡 北 谷 町 で 出 生 同 日 拾 四 日 持 届 出 人 �l 【 ト � � � � � � �五 百 八 十 八 番 地 題 手 納 太 些 戸 籍 を、 b 入 籍 �平 成 弐 年 八 月 八 日 松 田 志 穂 と 婚 姻 届 出 沖 縄 県 中 頭 耶 題 手 納 町 字 嘉 手 納 � �入 籍 �昭 和 四 拾 参 年 八 月 八 日 沖 縄 県 中 頭 郡 嘉 手 納 町 で 出 生 同 月 拾 五 日 父 届 出 � � � �平 成 弐 年 八 月 八 日 編 製 �籍本 沖 縄 県 中 頭 郡 嘉 手 納 町 字 嘉 手 納 五 百 八 十 八 番 地 名氏 

出 平 成 拾 四 年 �宇 �����母 圭 �父 嘉 手 納 林 �生出 昭 和 四 拍 害 �妻 烹 �����母 利 �父 松 田 ��生出 昭 和 四 拾 琴 址 �大 林 ��������母 汗 �父 嘉 手 納 太 �����嘉 手 納 林 

四 円 拾 日 �宙 �����′lニヽ 穂 �太 郎 �年 弐 月 八 日 �Jl二．ヽ 穂 �����美 子 �保 ��可三 八 月 八 日 �太 郎 ��������子 �郎 �����太 郎 

男 �長 �������女 �長 �����������男 �長 
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こ
の
謄
本
は
、
戸
籍
の
原
本
と
相
違
な
い
こ
と
を
認
証
す
る
。

平
成
拾
四
年
九
月
弐
拾
七
日

沖
縄
県
中
頭
郡
藩
手
納
町
長

宮
　
城
　
篤
　
実

■

横
書
き
に
変
わ
り
ま
す

縦
書
き
の
文
書
形
式
か
ら
横
書
き
の
項
目
形
式
に
変
わ
り
ま
す
。
数
字
も
漢
数
字
か
ら
算
用
数
字
に
変
わ
り
ま
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十
月
五
日
、
六
日
の
両
日
、
嘉
手

納
町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
第

二
十
三
回
野
図
線
管
ま
つ
り
」
が
、

兼
久
海
浜
公
園
を
会
場
に
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
前
日
の

四
日
に
は
、
新
町
通
り
で
ま
つ
り

本
番
を
前
に
前
夜
祭
が
開
催
さ
れ

る
な
ど
、
本
町
に
と
っ
て
は
、
賑
や

か
で
華
や
か
な
三
日
間
と
な
り
ま

した。ま
つ
り
当
日
、
一
時
、
通
り
雨
が

あ
っ
た
も
の
の
「
野
図
線
管
ま
つ
り
」

は
、
宮
城
篤
実
ま
つ
り
実
行
委
員

長
や
関
係
者
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で

二
日
間
の
幕
を
開
け
ま
し
た
。

会
場
で
は
子
ど
も
達
に
よ
る
芋

掘
り
競
争
や
全
島
沖
縄
角
力
大
会

な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
、
ま
た
、
舞

台
で
は
博
報
賞
を
受
賞
し
た
東
区

子
供
獅
子
舞
ク
ラ
ブ
や
若
者
に
よ

る
ラ
イ
ブ
演
奏
、
子
ど
も
芸
能
、
本

町
の
千
原
エ
イ
サ
ー
な
ど
の
伝
統

芸
能
が
披
露
さ
れ
、
詰
め
掛
け
た

老
若
男
女
の
観
衆
を
心
ゆ
く
ま
で

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
色

と
り
ど
り
の
華
や
か
な
花
火
が
夜

空
を
染
め
、
「
野
国
縫
管
ま
つ
り
」

は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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広報かでな　H14・11・1⑥

馨

登

壇
蜜
等
行
革
専
尋
撃
農
芸
香
華
蟄

最
近
、
連
日
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
の
と
お
り
、

中
学
生
を
含
む
未
成
年
者
が
被
害
者
と
な
る

児
童
買
春
　
（
性
被
害
）
が
多
発
し
、
憂
慮
す

べ
き
社
会
的
病
理
現
象
が
起
き
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
は
、
大
人
た
ち
の
倫
理
観
の
欠
如

や
子
ど
も
達
の
「
性
」
　
に
つ
い
て
の
正
し
い

認
識
の
な
さ
な
ど
に
起
因
し
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

嘉
手
納
町
で
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
達
に

夢
や
希
望
を
持
た
せ
心
身
と
も
に
健
や
か
に

成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、
大
人
た
ち
ガ
町
の

将
来
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
達
を
守
り
、

よ
り
良
く
伸
ば
し
て
い
く
責
務
を
果
た
す
た

め
十
月
二
田
「
か
げ
か
え
の
な
い
子
ど
も
達

を
性
被
害
か
ら
守
る
町
民
一
斉
行
動
　
（
集
会

及
び
ビ
ラ
配
布
）
」
か
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
嘉
手
納
町
の
子
ど
も
達
を
性
被
害
か
ら

守
る
連
絡
会
　
（
嘉
手
納
町
役
場
、
素
手
納
町

P
T
A
連
合
会
他
二
十
一
一
団
体
）
　
か
ら
多
数

の
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
伊
波
勝
雄
教
育
長
か
「
連
日
、

マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
て
い
る
性
被
害
の
問

題
は
重
要
な
教
育
的
課
題
で
あ
り
憂
慮
さ
れ

る
事
態
で
我
々
教
育
に
携
わ
る
者
と
し
て
大

変
心
を
痛
め
て
い
ま
す
。
〈
ラ
日
を
期
し
て
、

こ
の
嘉
手
納
町
か
ら
、
被
害
者
も
加
害
者
も

出
さ
な
い
と
い
う
強
い
決
意
で
自
分
達
の
子

と
も
達
や
地
域
の
子
ど
も
達
が
悪
い
行
動
に

走
ら
な
い
よ
う
に
家
庭
や
地
域
で
や
る
べ
き

事
を
考
え
て
子
と
も
達
を
指
導
し
て
下
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
参
加
者
全
員
で
町
内
全
域

に
緊
急
メ
ツ
ー
セ
ー
ジ
を
載
せ
た
ビ
ラ
か
配

布
さ
れ
ま
し
た
。

鞄
醤
い
た
い
塵

㊦

蓋

喝

曇

⑱

．輪，l甜・i

去
る
、
九
月
九
日
、
十
五

日
、
十
月
八
日
、
町
内
の
ト

ー
カ
チ
、
カ
ジ
マ
ヤ
ー
、
百

歳
以
上
を
迎
え
た
高
齢
者
の

皆
さ
ん
に
町
か
ら
お
祝
い
の

記
念
品
か
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
町
内
で
は
、
ト
ー

カ
チ
二
」
ハ
人
、
カ
ジ
マ
ヤ
－

十
三
人
、
新
百
歳
以
上
二
人

か
そ
れ
ぞ
れ
祝
い
の
年
を
迎

え
ま
し
た
。

そ
の
内
、
九
月
十
五
日
、

宮
城
篤
実
町
長
が
慶
祝
に
訪

れ
た
字
嘉
手
納
五
〇
九
番
地

の
一
の
古
謝
千
代
さ
ん
は
百

歳
を
迎
え
た
今
も
折
硯
か
趣

味
で
、
「
毎
週
土
曜
日
、
家

族
で
わ
い
わ
い
賑
や
か
に
す

ご
す
こ
と
か
と
て
も
楽
し
み
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
八
日
の
カ
ジ

マ
ヤ
ー
の
喜
屋
武
那
武
さ
ん

も
と
て
も
元
気
な
様
子
で
、

慶
祝
に
訪
れ
た
宮
城
町
長
は

「
ど
う
か
い
つ
ま
で
も
、
町

の
指
導
者
と
し
て
健
康
の
象

徴
と
し
て
元
気
に
長
生
き
を

な
さ
っ
て
下
さ
い
」
　
と
お
祝

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
嘉
手
納
小
学

校
で
は
、
」
ハ
年
生
を
対
象
に

「
親
の
職
場
体
験
学
習
・
夢

発
見
デ
ー
」
が
実
施
さ
れ
ま

した。こ
の
　
「
夢
発
見
デ
ー
」
　
は
、

夏
休
み
期
間
中
の
一
日
を
あ

父
さ
ん
や
ゐ
母
さ
ん
の
職
場

で
実
際
に
仕
事
を
体
験
し
身

近
な
人
の
働
く
様
子
を
直
接

見
る
こ
と
で
将
来
の
職
業
へ

の
関
心
を
高
め
、
働
く
こ
と

の
喜
び
を
感
じ
取
ら
せ
る
と

と
も
に
、
働
く
こ
と
へ
の
意

欲
と
夢
を
抱
か
せ
、
ま
た
、

働
け
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気

持
を
育
て
よ
う
と
今
年
か
ら

取
り
組
み
始
め
た
も
の
で
、

同
校
の
児
童
七
〇
人
が
、
夏

休
み
の
一
日
を
レ
ス
ト
ラ
ン

や
設
計
事
務
所
な
ど
で
職
場

体
験
し
働
く
こ
と
の
素
晴
ら

し
さ
や
苦
労
を
学
び
ま
し
た
。

九
月
十
二
日
の
授
業
参
観

の
日
に
は
、
各
ク
ラ
ス
で
職

場
体
験
発
表
が
行
な
わ
れ
、

昌
重
な
体
験
談
や
感
想
な
ど

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

」
ハ
年
二
組
の
伊
佐
夏
希
さ

ん
は
、
お
母
さ
ん
が
働
く
ホ

テ
ル
の
美
容
室
で
の
体
験
を

「
わ
た
し
は
、
母
の
仕
事
場

に
土
曜
日
に
行
き
ま
し
た
ガ
、

お
客
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い
で
、

少
し
だ
け
緊
張
し
ま
し
た
。

ゐ
母
さ
ん
は
、
い
つ
も
と
違

っ
て
別
人
み
た
い
で
と
て
も

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
初
め

て
お
母
さ
ん
の
働
く
姿
を
見

て
、
と
て
も
大
変
な
の
だ
な

と
思
い
ま
し
た
」
と
の
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

同
校
で
は
、
夏
休
み
に
職

場
体
験
を
し
て
い
な
い
児
童

に
つ
い
て
は
土
曜
日
や
冬
休

み
を
利
用
し
て
「
夢
、
発
見

デ
ー
」
を
行
う
予
定
で
す
。
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命
脚

去
る
、
十
月
九
日
、
舅
三
三
回
博
宝

圏
員
　
（
主
催
・
財
団
法
人
博
頚
旧
八
重
教
育

振
興
ム
至
　
を
し
受
賞
し
た
乗
区
子
と
も
獅

子
舞
い
ク
ラ
ブ
の
日
仲
康
栄
会
長
を
始

め
、
関
係
者
か
町
役
場
を
訪
れ
、
そ
の

受
賞
の
喜
び
十
と
宮
城
篤
実
町
∈
民
や
伊
波

勝
比
教
吉
辰
へ
報
害
し
ま
し
た
。

同
賞
店
子
ど
も
達
の
教
一
胃
活
動
を
行

な
う
団
体
・
個
人
の
優
れ
た
業
績
や
工
員

融
を
顕
彰
す
る
た
め
諸
行
ら
れ
た
も
の

で
、
太
丁
庄
丁
度
は
四
加
副
門
に
全
国
か
ら
十

八
団
体
二
一
個
人
か
一
堂
昌
す
る
こ
と
と

な
り
、
乗
区
子
と
も
獅
子
舞
い
ウ
ラ
イ
ノ

は
そ
の
内
の
伝
統
文
化
射
出
弓
部
門
で
の

一
望
昌
と
な
り
ま
し
た
l

棄
区
子
と
も
獅
子
舞
い
ク
ラ
ブ
は
、

平
成
八
年
八
日
に
地
域
の
小
学
生
か
ら

言
同
校
生
を
集
め
設
立
。
以
来
、
多
く
の

県
内
外
の
行
事
に
出
演
す
る
な
ど
地
域

文
化
の
担
い
手
と
し
て
そ
の
発
展
、
貼

承
へ
務
め
て
き
ま
し
た
。
人
ラ
回
の
受
昌

は
そ
の
活
動
か
認
め
ら
れ
て
の
も
の
で

す。

田
仲
会
長
か
ら
雪
蒜
貝
浮
欄
経
や
経
過
な

と
の
朝
昔
戸
を
這
卑
け
た
宮
城
篤
実
町
長
は

「
受
賞
お
め
で
と
う
ご
さ
い
ま
す
．
ノ
　
こ

の
受
賞
は
、
子
ど
も
達
自
身
の
舛
刀
力
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
子
と
も
達
の
父
母
や

関
係
者
の
皆
様
か
熱
、
心
に
そ
の
熱
意
で

子
と
も
達
を
支
え
て
き
た
こ
と
の
賜
物

だ
と
㊦
心
い
ま
す
一
と
丸
の
祝
い
の
二
重
巽
を

述
べ
ま
し
た
一
ま
た
、
「
伝
統
文
化
と

い
う
も
の
は
、
苦
か
ら
の
も
の
を
受
『

捲
き
極
画
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
な
こ

と
で
は
面
り
ま
す
か
、
棄
区
子
と
も
獅

子
知
苑
い
フ
ラ
イ
ノ
の
よ
う
に
新
し
い
も
の

を
立
ち
上
げ
、
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い

う
こ
と
も
大
変
に
意
義
の
あ
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
子
と

も
達
の
た
め
に
も
関
係
者
全
員
か
一
致

協
力
し
て
地
域
文
化
の
発
展
、
継
承
に

力
を
尽
く
し
て
下
さ
い
」
と
も
話
し
ま
し

た
。
粟
区
子
と
も
獅
子
舞
い
ク
ラ
ブ
の

子
と
も
達
と
田
仲
会
長
を
始
め
と
し
た

関
係
者
は
、
受
賞
の
喜
び
を
陶
に
十
一

月
十
五
日
に
東
京
・
如
氷
結
で
行
な
わ

れ
る
授
呂
式
へ
望
む
こ
と
に
な
り
ま
す
リ

禽
塵
を
1
、

啓
蟄
驚
撃
驚

嘉
手
納
中
学
校
の
生
徒
が
町
役
場
や

町
内
の
事
業
所
で
職
場
体
験
を
し
、
地

域
の
働
く
人
や
物
、
情
報
な
ど
に
触
れ

る
こ
と
で
学
校
の
授
業
だ
け
で
は
、
学

べ
な
い
事
を
子
ど
も
達
に
身
に
つ
け
さ

せ
、
町
の
将
来
を
担
う
大
切
な
子
と
も

達
を
地
域
く
る
み
で
苛
む
気
運
を
高
め

よ
う
と
行
な
わ
れ
て
い
る
「
チ
バ
リ
フ

ー
ク
デ
ー
ズ
」
が
今
年
も
九
月
九
日
か

ら
九
月
十
三
日
）
　
ま
で
の
五
日
間
、
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
、
二
年
二
組
の
安
次
嶺
一
機

君
は
、
二
ラ
イ
消
防
署
で
の
五
日
間
で

様
々
な
訓
練
を
体
験
「
こ
の
五
日
間
で

期
待
以
上
の
こ
と
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
二
ラ
イ
消
防
の
み
な
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
ゥ
　
消
防
署
で
の
五
日
間
で
学

ん
だ
こ
と
を
、
一
生
忘
れ
ず
に
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
ろ
う
と
お
も
い
ま
す
」
と

い
う
感
想
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
■
〕

今
回
も
、
町
役
場
や
事
業
所
で
の
体

験
は
、
仕
事
の
楽
し
さ
や
厳
し
さ
、
ま

た
、
人
間
関
係
の
大
切
さ
な
ど
を
実
感

す
る
え
で
の
、
と
て
も
芸
事
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

『
■
竪
E
l
r

去
る
、
九
月
十
八
日
、
嘉
手

納
中
学
校
で
「
ふ
れ
あ
い
給
食
」

か
行
な
わ
れ
ま
し
た
り
■

給
食
時
間
は
、
学
校
生
活
の
中

で
も
最
も
楽
し
く
豊
か
な
気
指

に
な
れ
る
時
間
で
あ
り
、
生
徒

同
士
や
教
師
な
ど
い
う
い
う
な

人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
豊

か
な
人
間
関
係
を
看
て
る
腸
で

も
あ
り
ま
す
。

同
校
で
は
、
そ
の
昌
重
な
喝

と
時
間
を
利
用
し
て
町
内
の
あ

年
寄
り
を
招
き
、
郷
土
料
理
を

菜
し
く
味
わ
い
な
が
ら
お
年
寄

り
の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
、
お
互

い
を
理
解
し
生
徒
に
は
明
る
い

社
交
性
を
喪
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
日
的
に
等
回
の
「
ふ
れ
あ
い

指
畠
」
か
実
施
さ
れ
た
も
の
で

す「各
区
の
老
人
フ
ラ
ブ
か
ら
参
加

し
た
あ
往
寄
り
の
万
々
は
、
一

年
生
と
三
往
生
の
十
ク
ラ
ス
に

分
か
れ
て
郷
士
料
理
を
味
わ
い
、

ま
た
、
「
私
た
ち
の
若
い
頃
は
、

こ
ん
な
お
い
し
い
給
食
は
な
か

っ
た
よ
、
今
の
子
供
達
は
幸
せ

だ
ね
、
し
っ
か
り
勉
強
し
な
い

と
い
け
な
い
よ
」
と
生
徒
と
の

会
話
も
楽
し
み
な
か
ら
、
責
重

な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

去
る
、
八
月
十
五
日
と
十
六

日
の
両
日
、
結
成
三
年
日
を
迎

え
た
裏
手
納
中
学
校
茶
道
郡
か

稽
古
の
発
表
の
場
と
し
て
沖
縄

報
行
嘉
手
納
支
店
で
お
茶
会
を

行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
お
茶
会
は
、
実
際
に
呈

茶
を
す
る
こ
と
で
接
客
の
仕
方
や
、

言
葉
使
い
を
学
び
、
ま
た
、
礼

に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
茶
道

の
心
得
、
「
一
期
一
会
」
を
実

践
す
る
こ
と
を
目
的
に
お
こ
な

わ
れ
た
も
の
で
す
。

生
徒
の
指
導
を
行
な
っ
た
西

中
満
子
さ
ん
　
二
示
清
）
　
は
「
遁

一
回
の
稽
古
の
成
果
を
実
践
す

る
唱
か
必
要
だ
と
思
い
、
沖
縄

娼
行
嘉
手
納
支
店
に
あ
願
い
し

た
と
こ
う
快
く
引
き
受
け
て
下

さ
い
ま
し
た
、
柔
道
の
一
期
一

会
の
心
を
実
践
で
き
た
こ
と
は

生
徒
に
も
大
空
ブ
ラ
ス
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
行
員
の
あ

害
様
へ
の
対
応
の
仕
方
な
と
を

実
際
に
目
に
し
た
こ
と
も
生
徒

に
は
史
目
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た

沖
縄
娼
行
嘉
手
納
支
店
の
支
店

長
を
始
め
、
職
員
の
皆
様
に
は

大
空
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
」
　
と

話
し
ま
し
た
。

票
会
で
は
、
謂
行
を
訪
れ
た

お
吉
枝
を
始
め
、
宮
城
篤
実
町

長
、
川
上
啓
一
嘉
手
納
中
学
校

棲
忘
な
ど
学
校
職
員
が
生
徒
の

腕
前
を
堪
能
し
ま
し
た
■

－
　
　
　
　
　
　
1
1
ノ
つ
」
■
▼
　
貞
一



錐hた、き・∴、唱げた

¢薗膚等納萄盛上境域夷套i
去る、9月25日、第54回嘉手納町陸上競技大会が絶好のコンテイショ

ンの中、町陸上競技場で開催されました。

晴れ渡る青空の下、開会式を終えた各区の選手達は、その鍛えぬかれ
た肉体で互いの実力と技を各種目で力の限り競い合いました。

★平成14年度　各区対抗競技

全休総合成紙　　健勝　南　医　　2化　北　匡　　3位　西　k

★第54回　嘉手納町陸上競技大会
リi子の部・憧勝　西浜lぺ　　女子の部・健勝　　南lく

壮年の那・健勝　西浜lく　　学生婦人の部・優勝　　輔兵lく

全体総合成謝　　健勝　南　区　　2位l瑚剰く　　3位　北lく

新記録　・般女子100111　　tlt l‾I r　浩　1三三′′　9

－▲般女子100nlH　　占　謝　知江巳　19′′　2

・－

～1ト、L～～・～・†、レつ＼÷†⊥†↓†↓1＼、，レ1ヽ↓～1ヽ、L丁、レナ÷～ナこ？÷・T」′‘T、↓～

一／ノ・＼二・ト二／　＼＼

〇　　九八七′1（五
日　　目　日　日　口「1

〇七

－＼　　／二．、．ご＼　‘‘．／

ご寄付ありがとうございます
◆辻†蒜、
＊字水釜364－7　　　宮城カメ様より　米寿記念寄付として
＊字裏手納452番地　　知念光弘様より　一般寄付として

5万円
4千円

＊字裏手納487－3　　兼村憲儀様より　故父　兼村憲秀様の香典返しとして　10万円
＊字裏手納494－9　　古謝テル様より　カジマヤ一記念寄付として　　　　　10万円
＊嘉手納429番地　　　中川英福様より　故長男　中川京治様の香典返しとして10万円
◆ま、千′胃弄、

＊沖縄県建築士会中部支部様より　一般寄付として
＊国吉真横・花城陽介様より　一般寄付として

※お知らせ※ �◎主催／豪手納町嬬人連合会 

＿昇牒眉 ≡．■・璧・ �◎日時／平成14年12月1日 　AMlO：00－－PM5；00 ◎場所／震手納町中央公民館 

広報かでな　H14・11・1亭

∴
日

叩
〓

0
月 日日

一
八
日

一
九
日

二
〇
日

．
二
日

二

四

日

工
ハ
日

プ
l
鞘

．．〓一
二
日

一
二
日

一
五
日

定
例
本
会
議

定
例
本
会
議

定
例
本
会
議

所
百
歳
慶
祝
訪
問

平
成
一
四
年
度
第
二
回
沖
純

県
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
策

定
委
〓
会

臨
時
三
役
・
部
・
課
長
会
議

全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
・

常
任
理
事
会
合
同
会
議
・
全

国
町
利
会
理
事
会
等
　
（
東
京
）

全
国
農
業
農
村
振
興
対
策
協

議
会
都
道
府
県
会
長
会
議

秋
の
交
通
安
全
出
発
式

屋
良
東
部
地
区
地
域
振
興
施

設
建
設
工
事
地
鎮
祭

全
国
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
辿
縞
会
議
　
へ
火
h
京
）

定
例
本
会
議

平
成
一
四
年
度
中
部
地
区
農

漁
村
女
性
の
集
い

介
護
相
談
R
委
嘱
状
交
付
式

臨
時
庁
議

県
町
村
会

全
国
町
村
水
産
業
振
興
対
策

協
議
会
理
事
会
　
（
東
京
）

野
国
紙
管
ま
つ
り
例
祭

野
国
絶
管
ま
つ
り
・
前
夜
祭

野
閲
総
督
ま
つ
り

野
囲
緻
密
ま
つ
り

庁
議
カ
ジ
マ
ヤ
ー
慶
祝
訪
問

火
区
子
と
も
獅
f
舞
い
ク
ラ

ブ
・
博
報
賞
受
賞
の
報
告

都
道
府
県
災
害
共
済
支
部
長

会
議
　
（
広
島
県
）

町
長
の
主
な
常
務
日
誌

（
九
月
二
言
T
 
t
〇
月
【
○
甘
）



鴇色
秋まっ只中てすか、

みなさん恩耶£〔とひいていませんか一

これから寒さか道すいて蔓ます　来てコロコロ遊んでいる書目

そんな日は　・小・阻芳棺に本を借りに行こう

幽霊芝居が上手かったと評
判だった江戸の役者・小平次
とはどのような人物だったのか。

怪死したという小平次の噂を
していると、小平次が出てくる。

江戸の闇にうずくまる男、隙
間から覗く眼。暮き下ろし「京
極怪談。」

一一歳こ∴

＊図書館の‖平価を高める
＊経済が楽しくなる本

歯の検診で、よけいな歯を抜こうと
いわれたまさる。友達がオ二バだって

いうんだ。ぼく歯医者だいっきらい！

おはなし広場

＊毎月京d土曜日

午後2　00～3：30

「‖凋二

臼 �月 �火 �水 �木 �金 �土 

1 �2 

3 �4 �5 �6 �7 �8 �9 

10 �11 �12 �13 �14 �15 �16 

17 �18 �19 �20 �21 �22 �23 

24 �25 �26 �27 �28 �29 �30 

歯医者に行くのはこわいし、どうしよう！！甲室時間
○火～金曜日
午前10・00～午後9：00

緊十圭雷持諭凛了誌1冒讐～午後6：。。
口は体重日

、

＊伊藤元重の日本経済がわかるキ　＊まどろむベイビーキッス　　＊プラットフォーム
－ワード　　　　　　　　　　　　＊近藤勇暗殺指令

＊ものづくりを演出するナレッジ　＊家康の置文
ワーカー　　　　　　　　　　　　＊則鬼宮本武蔵
＊桶屋一代江戸を復元する　　　　＊晒巷に在り13缶の巻
＊どうぞ気楽に精神科へ　　　　　　＊狐釣り
＊図解痴呆バリア・フリー百科　　＊海猫

．二≒

＊これで安心！病院選びの「掟」　＊魔笛
＊マンコ一・レイ111

＊症状改善のためのビタミン

ネラルの摂り方
＊古裂のシャツ
＊nlylllade衣装

＊ハッピー・バースディ
＊重い顔の童子

＊獄門首
＊伊奈半十郎上
＊雲南の妻
＊孫の結婚式
＊いのち、生き
＊マサイの恋人

＊悪魔とプリン嬢

：児童書：
＊森からのてがみ3
＊キツネとタヌキの大研究
＊スープを会長に！
＊ヴァイキングの誓い
＊ノーラ、12歳の秋

＊もうこわくない
＊だってぼくは犬なんだい
＊注意読本

日 �月 �火 �水 �木 �金 �土 

1 �2 �3 �4 �5 �6 �7 

8 �9 �10 �11 �12 �13 �14 

15 �16 �17 �18 �19 �20 �21 

22 �23 �24 �25 �26 �27 �28 

29 �30 �31 � � � � 

：●：：●：：－：：●：：●：：●：：－：：●：：●：：●：：－：：－：：－：：－：：●：：一■：：－：：●：：－：：－：；●：：－：
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日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
二
十
歳

以
上
六
十
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
に

は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
最
近
、

加
入
し
て
い
て
も
保
険
料
を
納
め
な

い
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
国

民
年
金
は
つ
ぶ
れ
る
の
で
は
な
い
か
一

と
心
配
す
る
声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

し
か
し
、
未
加
入
と
未
納
者
を
合

わ
せ
た
数
は
、
被
保
険
者
全
体
の
五

％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
社
会
保

険
方
式
を
と
る
回
民
年
金
で
は
、
保

険
料
納
付
に
応
じ
て
年
金
額
が
決
ま

る
の
で
、
未
加
入
・
未
納
期
間
分
に

つ
い
て
は
将
来
の
年
金
給
付
は
な
く
、

「
た
だ
乗
り
」
　
は
生
じ
な
い
仕
組
み

で
す
の
で
、
保
険
料
を
納
め
な
い
人

の
増
加
が
、
公
的
年
金
の
財
政
を
大

き
く
揺
る
が
し
制
度
を
山
肌
峻
さ
せ
る
、

と
い
う
状
況
に
あ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
一
日
分
は
年

金
が
門
え
な
く
て
も
い
い
一
、
だ
か

ら
　
「
保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
い
い
」

と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
を
納
め
な
い
人
は
、
世
代

間
扶
養
と
い
う
社
会
連
帯
の
輪
の
中

で
、
自
分
の
義
持
を
果
た
し
て
い
な

い
ば
か
り
で
は
な
く
、
他
人
の
保
険

料
に
よ
っ
て
自
分
の
親
の
老
後
を
心

配
し
な
い
で
い
い
と
い
う
、
公
的
年

金
の
恩
恵
だ
け
を
受
け
て
い
る
こ
と

に
な
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
未
加
入
・

未
納
者
が
増
え
る
と
、
保
険
料
が
上

昇
し
、
頑
張
っ
て
保
険
料
を
納
め
て

い
る
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。

国
民
年
金
へ
の
加
入
、
保
険
料
の

納
付
は
、
自
分
た
け
の
問
題
で
は
な

い
の
で
す
。
必
ず
加
入
し
、
き
ち
ん

と
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ

り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
の
た
め
に
、
保
険
料
の
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用

す
る
た
め
に
は
、
申
請
手
続
き
が
必

要
で
す
。

詳
し
く
は
、
嘉
手
納
町
役
場
保
険

年
金
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



11月は、沖縄県の精神保健福祉普及月間です。そこで今月の保健師だよりでは、嘉手納町小規模作業所「あじさ

いの会作業所」を紹介します。

あじさいの会作業所は、嘉手納町精神療養者家族会が設椚半休となって、平成10年111から福祉センターの1階

で活動をはじめました。作業所の目的は、精神療養者がグループ活動や作業を通して祉会的に日立を図れるように支

援する事です。

☆主な活動内容・・・野菜や花の苗の栽培・販売

毎週金曜日の役場庁舎内での販売

木工作業

調理実習

野外活動

鯉上りフェスタ（4月）や野閉経管まつり（10月）への出店

基地内で行われるスペシャルオリンピック（6月）

ソフトボール大会（6月）

ソフトボール九州大会派遣・沖縄り，さ代表（10日）

県グラウンドゴルフ大会（11月）

など地域のさまざまな行事にも参加しています。

活動中のメンバーを見かけたら、どうぞ励ましの声をかけて卜さい。

☆入所の対象・・・精神科に通院し社会復帰に意欲のある方で、原則として家族または本人が家族会に入所している

方です。必要な吾類を提出してもらい、入所可能か判定します。

通所している方は、病気や飲んでいるお薬の作用で長時間の作業が困難であったりしますので、作業所には「無理

せず、ゆっくり、マイペース」という雰囲気があります。作業所・家族会描動に参ノJしたい方、「実際の作業所って

どんなところかな？見てみたいな」という方は見学もできますので、どうぞお問い合わせください。またボランティ

アとして参加・応援したい方もどうぞ声をかけて下さい。

これからは、障害を持ちながらも地域に等らす人があたりまえにその人らしい生活をおくれるように、地域での受

け皿づくりが、ますます必要になるといわれています。まずそのために必要なのは、これまであった偏見を無くし、

共に暮らす仲間として認め、支えあうという考え方をもっと多くの／、が持つことがなにより大切です。今後もあじさ

いの会への応援・ご協力をよろしくお願いします。

《連絡先》

あじさいの会作業所
嘉手納町手水蓋477の1

嘉手納町総合福祉センター1階

TEL：956－2727

〔健康相談日の案内〕
＊毎週木曜日　　　　　　午前9　－Ⅸい一午前11賞　町役場保て淫ら．ろ≡

＊毎月第2・第4月曜日　午前9　－30、午前1100　寝台福祉七㌔〟クーーこ1階機能訓津室

＊毎月第1火曜日　　　　午前9：30へ午前11（〕‡〕中央匡コミコ二テ√1・センター

広報かでな　H14・11・1画



紅あ怠って撞

野分馴』と『リサイタ朗
が必要です．

珊瑚頭」ヰヰ」を醐郷里史ノ

平成14年秋季全回火災予防運動
仁　妻　　，‾■；

この運動は、火災が発生しやすい気候となる時季を迎

えるに当たり、火災予防思想の一一屑の普及をL射、もーJ

て火災の発生を防止し、死傾一丸牧や財産の捌尖を防ぐこ

とを日的とし、特に、平成13年4月に新たに策在した「住

宅防火基本方針」に払づき、高齢苦等を「ト亡、とする死音

の発生を大幅に減少させることを目指すものです。

あわせて、昨年9月に発生した新宿区歌舞伎町ビル火

災を踏まえ、小規模雑居ビル等の消防法令違反対象物の

危険性について、広く周知、啓発を図るものです。

2。′幣千抒諾

『消す心　嗣いてください　火のそばに』

3．実施朋間

平成14年11円9日（土）からll H15日（鋸

までの7日間

11広報かでな　H14・11・1

住宅精工　いめちモ守る　7つのホイント
＿∵つ・て僧昭　ユつのホイントー

3つの習慣

○寝たばこは、絶対やめる

○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

○カてこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

4つの対策

○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防災製品を使用
する。

○火災を小さいうちに消すために、住宅用消化器等を設

間する。

○お年寄りや身体の不日由な人を守るために、隣近所の

協力体制をつくる。

平
成
1
4
年
5
月
3
0
日
か
ら
分
別
解
体
等
及
び
再
資
源
化
等
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

「
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に

関
す
る
法
律
」
　
の
ご
案
内



平眉目4年簾・自衛隊生徒募集について
仁・三河－j椙1

平成14年11月5日（火）から平成15年1月7日（火）

まで（締切日必着）ただし、、ド成15年3月中学校卒業
予定者又は中等教育学校の前期課程終了予定者の受付に
ついては、文部科学・厚生労働両省から示された期日以

降実施します。
＝　斥碍子冨電鋳

陸上自衛隊生徒　約250名
海上自衛隊生徒　約　60名
航空自衛隊生徒　約　50名
三■・　－．‾∴∴て＿

日本国籍を有し、平成15年4月1日現在、15歳以上
17歳未満（昭和61年4月2日から昭和63年4月1日

までの間に生まれた者）の男子で中学校卒業者又は中等
教育学校の前期課程修了者（平成15年3月に中′芋校卒
業又は中等教育学校の前期課程終了見込みの者を含む。）
滋．、＿計＋隼

（1）第1次試験
ア．試験期日　平成15年1月11円（上）

ィ．試験喝　受付時又は受験票交付時にお知らせ
します。
ウ．試験科目　中学校卒業程度の国語・社会・数学
理科・英語・作文
工．第1次試験合格発表は平成15年1月20日（H）

自衛隊地方連絡部に提示するとともに、本人あて
に通知します。なお、不合格者には通知しません。
第2次言式験

第1次合格者について行います。
ア．試験期日　平成15年1月24日（金）から27

日（月）までの問の指定する111

ィ．試験場　第1次合格通知でお知らせします。
ウ．試験種目　口述試験（個別面は）、身体検査及
び適性検査（合格基準）

検査項目 �基　　　　　　　準 
身　　　長 �15歳150cm以上、16歳15二km以上の者 

胸L持卜体重 �身長と均衡を保・〕ているもの（rT楕魅靖夫琴照） 

1ごi歳2．800cc以上、16歳3．PnO汀以トの � 

視　　　力 �両側とも裸眼配れHJ．S以上ヱはり．3以上で橋 � 

色　　　覚 �色盲又は強度の色弱でないもの 

聴　　　力 �11二常な抒 

歯 �多数のり地文は矢川術は塙を完」’したものを除く）のないもの 

そ　の　他 �身体腱全で惑狼症・慢性†～患・川肢閲節1の貯苗のないもの 

受上険中主△みのJ苦】い合わせ失
言中負電荷美里1－2－9　ミ中豊弔妄芸施薬J勾所

三重考古克て旨こ舌番号

098－937－1608

裏手的町の醤矧ま何か窟？ 
嘉手納町商†二会で、役喝の支援のもと地元関係者や専門 
家などの協力を得て、「地域鷺源調査事業」を実施してい 
ます。これは、地域にある農水耗品や自然・沃色・人・歴 
史など、有形無形の資源である『宝物』を掘り起こし、そ 
の『宝物』を活用し、町の特産品開発や観光振興に結び付 
けていく事を目的に実施している事業です。 
ただいま、その一㌧環としてアンケート調充とアイデアを 

募る『宝物』‾募集事業を実施中。町民の皆様のご協力とご 
応募をお待ちしております。 
お問い合わせ先／嘉手納町商工会　担当宮城 
TEL956－2810 

「（）（／（＼／′‾、′・、

．●：：三三層
蔓WC灯講座′　川名

12月2日（即から12円19円（木）までのJl曜日と木曜日

午後7時から9時
i◎Excel講座／10名

12日4円（水）から1二川20日（魚）までの水曜日と金曜日

午後7時から9時

◎子ともパソコン教室
中′’予1～3年10呂12月7日（土）午後2時から午後4時

小学5、6年生10名12月14日（土）午後2時から午後4時

小学3、4年生10名12月21日（L）午後2時から午後4時

小学1、2年生10名12月28日（t）牛後2時から午後4時

◎勉強会
研修宅の空き時間を利用し、希望者が5名以上の喝合2時

間単位で開催。

円時、内ノ劉こついてはセンターにご相．読下さLl。定員10名

問い合わせ先
嘉手納町マルチメディアセンター
裏手納町字水釜412番地

TEL956－1140　FAX956－1145

Email：info＠kadenammc．jp

沖縄県正美瞑毒議学蔽

幼稚部幼児蓉無
教育目標
①明るく元気な子　宝〉友だちと一緒に遊べる子
音自分でできることは口分でする子
④最後までがんばる子
教育内容
①日常生活の指導…着脱、食事、排I世、移動などの基本

的な生活習慣。
②自立活動…………健康の保持・心理的な安定・環境の

把握・身体の動き・コミュニケーション

⑨遊びの指導……＝・運動遊び・古楽リズム・表現遊び
④交流教育…………地域や近隣の保育所、幼稚園との紹

極的交流。

瑚多年確
、ド成15年3月31日で、渦il三齢が3歳、4歳、5歳に

連するもの。
入学募装要工百説明会
平城卜咋12日18l」（水）午後2時　美咲養護学校

出御期間
平成15年2J16日（木）、7日（金）の2日間

入学者選考日
平成15年3月10日（月）、11「日火）の2日間

募集定員
2学級　10名

問い合わせ先・手先要項配布先：沖縄県立美咲養護学校
〒904－2153沖縄市美里4－18－1

TELO98（938）1037　FAXO98（938）7700

担当…幼稚部　徳　村　律　子

広報かでな　H14・11・1・唱



一■▲‾、‥ん‾′　　ピヨピヨ写真能⑯

′つ すみれ

田嶋　1ちゃん（女子）

生年月日

平成14年8月16日生まれ

父／博昭　母／光恵

＊元気に育ってね

お　知　ら　せ
「ピヨピヨ写真館」のコーナーでは、裏手納町の新しい
仲間たちの誕生を祝って1歳未満のかわいい「かでなっ子」
を紹介しています。このコーナーへの掲載を希望する万は、
下記までゐ気軽にご連絡ください。

連　絡　先

裏手納町役場・企画財政課（企画係）
TEL956－1111（内線・232）広報担当　川原田

なぜ、薬物乱用に走るのか。

甘い誘いに気を付けよう！

●クスリでちょっと遊ぼうよ

●面白いクスリがあるんだけど

●やせられるよ

●イライラがとれてすっきりするよ

●肌がきれいになるよ

●眠気がとれて、勉強ができるよ

●とりあえず、預かってよ

●ちょっとだけ、ためしてみない

●みんなやってるよ（やってないのはきみだけ）

●ただの栄養剤だよ

●最高の気分が味わえるよ

●1回だけなら平気さ

●お金は二の次でいいよ

『9メ。ピッ9ィ。』と

断る勇気を屯とう。

薬物乱用を防止するためには！！

●薬物乱用の危険仲は身近にあり、自分

には関係ないと思わないこと。

●誘われても「ダメ。ゼッタイ。」と断る

勇気をもつこと。

●一人で悩まないで友人や家族に何でも

相談すること。

⑩　広報かでな　H14・11・1

嘉手納町長の任期満了に伴う
告示日及び選挙期間は下記の
とおりです。

○告示日は…平成15年1月21日

一〇選挙期日は…平成15年1月26日

※町長選挙立候補者への事務説明会は

14年12月19日（木）午後3時より

町役場2階中会議室にて行います。

犯罪せ蜜にど協力を
昨年、全国の刑法犯の認知件数は、約224万件と過去最高
を記録しました。激増する窃盗犯は治安情勢の悪化の原因と
なっており、中でもピッキング用具を使用した侵入窃盗、暴行、

傷害、強盗、ひったくり等住民が身近に驚異を感じる犯罪が
多発しているほか、無差別殺傾事件などの凶悪事件が発生し、
犯罪情勢は厳しさを増しています。
一・方、社会経済構造の複雑化、多様化など捜査を取り巻く

環境は厳しくなっており、犯人検挙、習作解決のためには、
犯罪捜査に対する住民の皆さんのご理解とご協力が欠かすこ
とのできないものとなっています。

そこで、住民の皆さんに、次の点を中心にして警察に対す
るご協力をお願い致します。
■　指名手配犯人検挙にご協力を
交番、駐在所の掲示板に指名手配ポスターが貼られてい
ます。指名手配犯人によく似た人を見かけたなど、指名手
配犯人に関する情報はどんな′トさなことでも結構ですので、

警察に通報するようにお願いします。
■「事件かな」と思ったら迷わず110番
おかしいなと思った場合や、怪しい人物を見かけたりし

た場斜二は、l乳酪．早朝を問わず110番通報をお願いします。

●　犯罪について知っていることは直ちに警察に通報を
事件に関し、知っていることがあれば、ためらわらずに
どんな′トさなことでも結構ですので、でひ警察に通報して

下さLl。

■　聞き込み捜査にこ協力を
あなたの一言が事件解決の重要な鍵となるかも知れません。

情報をいただいた皆さんにはご迷惑のかからないように細
心の注意を払っています。
●　ひかいにあったときには必ず届出を
不幸にして犯罪の被害にあわれた方の中には、「被害が少
ない」「面倒だ」「仕返しが怖い」等の理由から届け出をし
ない方がおられます。このようなことは、結果的に犯人を

かばい、助けることになってしまいます。

万一事件の被害にあわれたときには警察に届け出るよう
お願いします。

連　絡　先
警察本部　　　862－0110又は110
嘉手納警察署　956－0110

▼
▼
－
▼
▼
－
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼



日本本土での甘藷栽培耕地

種子島・長崎
奄美諸島は、1400年代の後半から1609年までの間、卓界由、奄美大島、徳之島、

沖永良部島、与論島の各島は琉球王府の支配下におかれていたために、これらの曲々

へは早くから甘藷が伝わったといわれています。奄美大島では、1630年代に甘藷が

伝わり、主食として利用されていたことが文献には記されています。

1611年、琉球王尚轡は、琉球征伐で滞在していた薩摩兵の送別の宴席で甘蒲を賞

味させたところおいしいと甫ばれ、帰因の時、け藷を所望され、生の甘藷を贈呈した

と文献には記されており、これが沖縄から他地域への持ち出し第1弓∵といえるのかも

知れません。
ひさもと　　　　　　　　　　　　　　　　　しょうていおう

一方、種子島の島主種子島久基は、1698年、琉球の尚貞圭から甘話を→篭贈られ、

それを家老西村時乗に栽培を命じ、西村は西之表の下石寺の休左術門に丘式作させたと

いいます。（頼子良家．譜より）種子島では、これが日本本七での甘藷栽培の始めだと

いわれ、これを記念して、西之表市下石寺には「日本甘藷栽培初地の碑」が建てられ

ています。現在、休左衛門の13代目に当たる大瀬正雄（大正9年生）さんは、休左

他門が試作したといわれる畑地を守り続け、市役所等に捧げる献上いもを栽培してい

ます。種子島では、平成10年10月30日に「からいも伝来300周年言己念式典」を挙行

し、言己念事業として、「全国公募からいもソング・からいも童話」の募集を行ってい

ます。からいもソングの最優秀作「からいもくん」の出だしの歌詞には、「からから

イモイモいいもんだ」と歌われています。

また、長崎の平戸には、種子島よりも早く甘藷が栽培されたという記録があります。

それによりますと、平戸にあるイギリスの商館貝並びに商船の船長でもあるウイリア

ム・アダムス（日本名は三浦安針）は、1615年、シャムに行く途中商船が浸水し、

琉球に寄港した際、那覇で買った甘藷一袋を商館長のリチャード・コックスに贈呈し

ました。コックスは、この甘藷を早速、平戸島の千里ケ浜に揺する鳶の巣に畑地を1

年間の賃貸料英貨5シリングで借り受け、百姓を雇い入れ甘藷を栽培させたといいま

す。この地には、現在、「コックス甘藷畑跡」の碑が健てらわ、わが国で最初に甘蒲

が栽培された地として伝えられています。当時の栽培法は、いも蔓を植えるのではな

く、生の甘藷をそのまま槻えたといい、現在でも。鳶ノ典付近ではこの植え方が行われ、

名称も琉球イモと呼んでいます。

（文責　伊波勝雄）

軸脚箇圏箇鯛㈱
◎　該当者（生年月日）
昭和57年4月2日から昭和58年4月1日まで
※案内のハガキを郵送します。

◎　申込みにより参加できる方
ト　‥嘉手納町に住所を脅し、昭和58年1月1日より4月

1日生まれの万（早生まれ）

2．嘉手納町に以前住所を有し、現在は住所を青さない万

◎　受付期間

平成14年11月12日～平成14年12月20日まで

（土、日、祝祭日及び年末年始は受付いたしません。）
日　時／平成15年1月12日（白）午後2時（受付午後1時）

場　所／鯵でな文化センター
主　催／嘉手納町教育委員会　裏手納町連合看年会

申込先：嘉手納町教育委員会生涯学習課

電話956－1111（内線312）

※尚、当日は父母及び町民の皆様もご来場の上、新成人を

激励してくださいますようお願いします。

発行／暮手納町役場■義／企青財鼓す　〒904で293嘉手納町字嘉手納588事地mO98－956－1111（内書232）印刷／（著）丸の内印刷
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民カレンダ」
2002年12月

日 �六輝 旧暦 �町の行事 �家庭メモ 

1日 �赤口 �もれ健診（4月～11月に受診できなかった方々） � 

嘉手納町役場庁舎1階町民ロビー 
AM9こ00～PM3：00 

10月27日 �文化祭（主催／嘉手納町婦人連合会） 
井手納町中央公民館　AMlO：00－PM5：00 

2月 �先勝 10月28日 � � 

3火 �友引 �健康相談（出張相談） � 
中央区コミュニティセンター 

10月29日 �AM9：30～11：00 

4水 �大安 �西浜区結果説明 � 
総合福祉センター3倍　AM9：00～11：00 

11月1日 �西浜区結果説明 総合福祉センター3階　PMl：00～3：00 

5木 �赤口 11月2日 �健康相談　町役場保健師圭　AM9：00－11：30 � 

擁体教室　総合福祉センター4階　AMlO：00～11：30 

リハビリ教室 
総合福祉センター4時　PMl：30～3：30 

6会 �先勝 11月3日 �大　雪 � 

ワ土 �友引 11月4日 �� 

8日 �先負 11月5日 � � 

9月 �仏滅 �出張相談　総合福祉センター4階 � 

AM9：30～11：00 

中央区あしびなあ 

11月6日 �中央区コミュニティセンター 
AMlO：00～PMl：00 

10火 �大安 �各区ゲートボール親善交流会（老人クラブ） � 

野面練菅ゲートボール場　AMlO：00～ 

両区かりゆし会　南区コミュニティセンターAMlO：00－PMl：00 

11月7日 �3歳児健診（平成11年4月～5月生） 
総合福祉センター3階　PMl：00～2：00 

11水 �赤口 �棄区がんじゅう会 � 
11月8日 �兼区コミュニティセンター　PM2：00～4：00 

12木 �先勝 �健康相談　町役場保健師室　AM9：00～11：30 � 

撮体教圭　総合福祉センター4階　AMlO：00～11：30 

北区百の会　北区コミュニティセンター 

11月9日 �AMlO：00一一PMl：00 
リハビリ教室　総合福祉センター4階　PMl：30～3：30 

13金 �友引 11月10日 � � 

14土 �先負 11月11日 � � 

15日 �仏滅 11月12日 � � 

16月 �大安 11月13日 � � 

平成1時1
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日 �六輝 旧暦 �町の行事 �家庭メモ 

17火 �赤口 �西浜区ことふきの会 � 
西浜区コミュニティセンター 

11月14日 �PM2：00～4：00 

18水 �先勝 �西区ゆんたの会 � 
西区コミュニティセンター 

11月15日 �AMlOこ00～PMl：00 

19木 �友引 11月1柑 �健康相談　町役場保健師圭　AM9：00～11：30 � 
繰体教室　総合福祉センター4階　AMlO：00～11：30 

リハビリ教室 
総合福祉センター4階　PMl：30～3：30 

20金 �先負 �いきいきルーム（健康相談室） � 
・乳幼児とその親（保護者） 

11月17日 �子育て支援センター　AMlO：00～11：30 

21土 �仏滅 11月18日 � � 

22日 �大安 11月19田 �冬至 l � 

23月 �赤口 11月2柑 �天皇誕生日 � 

24火 �先勝 �クリスマスイブ � 
中央区あしびなあ 

11月21日 �中央区コミュニティセンター　PM2：00－4：00 

25水 �友引 11月22日 �クリスマス � 

26木 �先負 11月23日 �健康相談　町役場保健師室　AM9：00～11：30 � 
操体教室　総合福祉センター4階　AMlO：00～11：30 

リハビリ教室 
総合福祉センター4階　PMl：30－3：30 

27金 �仏滅 �棄区がんじゅう会 � 
棄区コミュニティセンター　AMlO：00～ 

11月24日 �官庁御用納め 

28土 �大安 11月25日 � � 

29日 �l 庫□ 岳11月26日 � � 

30月 �先勝 11月27日 � � 

31火 �友引 11月28日 �大晦日 � 

嘉手納町役場956－1111　社会福祉協議会956－1177　かでな振興（株）957－1414　防衛施設周辺整備協会956－0750

東　区956－3179　中央区956－6223　北　区956－3928　両　区956－4688　西　区956－4544　西浜区956－4541


